
　くも膜下出血や脳梗塞といった脳卒中は、医療が発達した現代においても命を落としたり後遺

症を残すことの多い恐ろしい病気です。治療のためには手術が必要になることがあり、その方法

は頭や頚を切開する（開頭手術）ことが一般的でした。「脳血管内治療」は皮膚を切ったり頭蓋骨

をはずすことなく手術を行う方法で、この１５年ほどで大きく発展してきた新しい治療です。

　脳血管内治療では、治療を行うために「カテーテ

ル」という直径数mm、長さ100～150cmの管を使

用します。足の付け根や肘の動脈にカテーテルを挿

入し、治療が必要な脳内の血管までカテーテルを通

すことで「切らずに」治療を行うわけです（図１）。最大

の利点は体への負担が少ないことで局所麻酔のみで

行うことも可能であり、高齢者や他の病気を合併して

いる方でも治療することができ、入院期間も開頭手術

に比べ短くなります。日本ではこの治療を行うために

高度なトレーニングを積んだ専門医の認定制度（日本

脳神経血管内治療学会専門医制度）があり、当院にも

専門医が在籍しています。

“よそ者、若者、ばか者” 切らずに治す脳卒中　－脳血管内治療－

代表的な脳血管内治療には以下のようなものがあります。

１　脳動脈瘤コイル塞栓術
　くも膜下出血の原因となる脳動脈瘤（血管のこぶ）の治療です。直径0.5mm程度のカテーテ
ル（マイクロカテーテル）を動脈瘤に挿入し、動脈瘤を内側からプラチナ製のコイルで満たしま
す。これにより脳動脈瘤の破裂を防ぐことができます。
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カテーテル

　今年は梅雨入り前の5月下旬から列島各地で真夏のような猛暑日となり、東京などでは早
くも熱中症による死亡者が出たとニュースで報じられています。5月でこの暑さでは今夏の猛
暑が思いやられますが、今年はエルニーニョが発生する危険性が高いともいわれており、そ
の場合は日本の夏はほぼ全国的に気温が低くなる傾向があるともいわれています。もしそう
だとしても、病を持つ身に夏は体力を消耗し、つらい季節です。皆様には十分な体調管理を
よろしくお願い申し上げます。
　さて、毎年この季節に発刊される“青竹”では新年度のスタートに合わせて当院に赴任さ
れた先生方を紹介しています。近年、県庁所在地のような大都市を除くと医師確保が非常
に困難な状況ですが、当院では今年も名古屋大学、名古屋市立大学のご支援により非常に
多くの先生方を迎えることができました。山守育雄糖尿病・内分泌内科部長は名古屋第一
赤十字病院から、雄山博文脳神経外科部長は大垣市民病院から、平原慎也リウマチ科副
部長は名古屋大学から、原　敬史神経内科副部長は中東遠総合医療センターからの異動
で当院に赴任されました。すでに各領域で豊富な経験と実績を積んでいますので、必ずやこ
の地域の医療レベルの向上に寄与していただけると確信しています。また、意欲に満ち溢れ
た働き盛りの中堅医師や将来の日本の医療を担う新研修医も例年と変わりなく数多く迎える
ことができました。研修医は医師としても社会人としても未熟ではありますが、私達は彼らに
対し“医療は温かく、医学は厳しく”鍛えたいと思っています。いかなる名医も苦渋に満ちた
研修医時代を経ています。ｉＰＳ細胞の開発でノーベル賞を受賞した山中伸弥教授ですら研
修医時代は大変苦労されたようで、指導医から「お前はほんまに邪魔や」と何回もいわれた
ことから “ジャマナカ”というあだ名がつけられたそうです。古（いにしえ）から“医師が成長す
る上で最も大切な師は患者さん”だといわれています。研修医教育につきましては皆様のご
理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
　組織（病院）の改革には“よそ者、若者、ばか者”の三者を随時組織内に招き入れ、彼らの意
見や提言に素直に耳を傾け、従来とは別の角度から自らの組織を見直すことが重要です。今
年も少なからぬ “よそ者と若者”が豊橋市民病院のスタッフとして加わりましたので彼らととも
に当院のさらなる改善に努めてまいります。これからも皆様には温かいご支援とご鞭撻をよろし
くお願い申し上げます。最後に、医師のことばかり書きましたが、看護師、薬剤師、その他多くの
職種で前途有望な新人が加わりました。新人医師と同様、よろしくお願い申し上げます。
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3　脳動脈血栓回収療法
　脳内の動脈がつまると脳梗塞になりま
すが、実際に脳梗塞が完成するまでには
ある程度の時間がかかります。この治療
は脳梗塞が完成する前につまった血栓を
取り出すもので、手足のまひなどの症状
が出現して間もない方（発症より8時間
以内）に限り、緊急で行うことができま
す。2010年より使用できるようになっ
たバネ型の器具（図４）や特殊な吸引用
カテーテル（図５）を使用する、最新の治
療法です。

　切らずに治療できることは大変魅力的ですが、最も大切なことは安全・確実に治療を行うことで
す。同じ病気でも患者さんによりその状態は千差万別であり、脳血管内治療に向いていないこと
もあります。当院では脳神経外科のチームで検討し、最も良いと思われる方法を選択して治療を
おこなっています。

引用：
1) Stryker® 脳動脈瘤治療のいま  
http://www.brainaneurysm.jp/treatment.html
2)Johnson&JohnsonMEDICAL日本における脳疾患と頸動脈狭窄症
 http://www.jnj.co.jp/jjmkk/press/2010/0427/index.html
3) EMERGING IDEAS IN NEURAL SCIENCE · Frontiers in Neurochemistry,
 Neuroimaging & Neurosurgery
https://brainchemist.wordpress.com/tag/concentric-merci-retriever/
4) John Libbey EUROTEXT 
http://www.jle.com/e-docs/00/04/72/1C/texte_alt_jlestv0658gr1.jpg

2　頚動脈ステント留置術
　脳梗塞を予防するための治療です。頚
動脈に細い部位があると、脳の血流が悪
くなったり血栓が飛ぶことで脳梗塞を起
こしやすくなります。この治療では細い部
位を風船で拡げた上、ステントと呼ばれ
る金属製の筒で十分に拡張させます。

新任医師の紹介新任医師の紹介
❶ 所属　❷ 赴任日　❸ 前任地　❹ 趣味　　
❺ その他　自由（抱負、自己PR、家族のこと、最近思うことほか） New Doctor

❶ 糖尿病・内分泌内科
❷ 平成２６年４月１日
❸ 名古屋第一赤十字病院
❹ 鉄道研究
❺ ４月１日から糖尿病・内分泌内科部長として着任しまし

た。糖尿病と、甲状腺をはじめとした各種内分泌疾患
の内科管理を担当させていただきます。また東三河地
域の基幹病院としての当院の役割をふまえ、地域全
体の糖尿病対策にも取り組んで参りたいと存じます。
皆様のご期待に添うべく精進して参りますので、どう
ぞよろしくお願い申し上げます。

山 守 　 育 雄
（ヤマモリ　イクオ）

❶ 脳神経外科
❷ 平成２６年４月１日
❸ 大垣市民病院
❺ 昭和58年に名古屋大学医学部を卒業し、当時まだ松葉町にあった当院

で臨床研修をし、引き続き脳神経外科に勤務致しました。計５年間豊橋
に在住致しましたが、実り多く楽しい時代でした。時代は変わり、病院も
新しくなりましたが、再び豊橋市民病院で働くことになりましたことを心
より喜んでいます。長年にわたり脳血管障害、脳腫瘍、脊椎脊髄疾患、頭
頚部外傷等、多様な疾患に対応できるよう研鑽を積んで参りましたが、
１つを挙げるとすれば脳血管障害を得意と致しております。病気になら
れました患者様の治療成績を少しでも上げるべく努力致しております
のでよろしくお願い致します。私事ながら出身は岐阜市であり、山登り、
スキューバダイビング等を趣味としています。時折息抜きも混ぜながら
末長く頑張って参りたいと思いますので、何卒お願い申し上げます。

雄 山 　 博 文
（オヤマ　ヒロフミ）

❶ リウマチ科
❷ 平成２６年４月１日
❸ 名古屋大学医学部附属病院
❹ 映画鑑賞
❺ 平成２６年４月から豊橋市民病院で勤務させていただ

いています。１か月勤務してみて感じたことは、豊橋の
人は温かく仕事がしやすいということです。歴史ある
豊橋市民病院リウマチ科で仕事ができることを光栄
に思い、豊橋市の地域医療に貢献したいと思います。
よろしくお願いします。

平 原 　 慎 也
（ヒラバラ　シンヤ）

❶ 神経内科
❷ 平成２６年４月１日
❸ 中東遠総合医療センター
❹ 読書
❺ ４月１日から神経内科に勤務させていただいていま

す。システムなど不慣れな点が多く、ご迷惑をおかけ
することもあるかと思いますが、１日も早く皆さまのお
力になれるように頑張りたいと思いますので、よろしく
お願いいたします。

原 　 敬 史
（ハラ　タカシ）
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❶ 耳鼻いんこう科
❷ 平成２６年４月１日
❸ さくら総合病院
❹ ジョギング、スノーボード
❺ 現在、１歳になる娘の子育てをしながら勤務させてい

ただいております。子育て中にも関わらず、こうして働
ける環境に恵まれ、周りのみなさまに感謝しながら医
師として微力ですが、お役に立てればと思っておりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

小 蕎 　 紀 子
（オソバ　ノリコ）

❶ 一般外科
❷ 平成２６年４月１日
❸ 名古屋大学医学部附属病院
❹ 珈琲
❺ 研修生活を送った豊田市以来の三河です。三河弁が懐かし

く感慨深いものがあるダラりん。なんとなく名古屋より明る
くそして明るい方々が多い気がします。そんな豊橋市民の
方々への医療を担うという職務を誇りに感じ、やる気に満ち
溢れています。当科は手術への不安、手術・抗がん剤療法で
の苦痛、死への直面と様々な思いの患者様に対応しなけれ
ばなりません。手術の安全性の向上はもちろん、全ての方に
対して温かく適切な応対ができるよう心掛けてまいります。

山 口 　 直 哉
（ヤマグチ　ナオヤ）
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